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	本報告の目的は、日本の大学英語教育における発達障害学生への支援に社会モデルを応用する可能性を検討することである。 　日本学生支援機構(2019)によれば、日本の大学に在籍する発達障害学生数は増加傾向にある。「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」とその関連法令によって大学における障害学生への合理的配慮の提供が義務ないし努力義務とされ、支援体制も徐々に構築されている。 　しかし、教育の現場においては様々な試行錯誤が積み重ねられていることが実情であり、英語教育においてはそのことが顕著であると...

